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特派員の目 モスクワ

　

1
4
1
8
日
。
第
二
次
大
戦
で
ソ

連
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
勝
利
す
る

ま
で
の
日
数
だ
。
ロ
シ
ア
で
は
先
の

大
戦
を
「
大
祖
国
戦
争
」
と
呼
ぶ
。

プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
国
民
の
団
結
を
促
す
歴
史
的
な
出
来
事

と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
。

　

2
0
2
6
年
1
月
11
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
続
け

る
「
特
別
軍
事
作
戦
」
が
開
始
か
ら
1
4
1
8
日
目
を
迎
え

た
。
時
間
的
長
さ
に
お
い
て
独
ソ
戦
を
超
え
た
。

　

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
今
回
の
戦
い
は
総
力
戦
で
は
な
い
。

自
国
側
の
死
者
数
は
非
公
表
だ
が
、
独
ソ
戦
の
推
計

2
7
0
0
万
人
よ
り
桁
違
い
に
少
な
い
。
地
上
戦
は
ほ
ぼ
ウ

ク
ラ
イ
ナ
領
内
の
み
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
独

ソ
戦
と
の
違
い
は
大
き
い
が
、
そ
の
長
期
化
に
よ
っ
て
ロ
シ

ア
国
民
の
間
で
「
戦
争
疲
れ
」
は
確
実
に
広
が
っ
て
き
た
。

　

25
年
12
月
19
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
年
末
記
者
会
見
で

も
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

　
「『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
す
る
こ
う
し
た
（
記
者
会
見
の
）
放

送
に
は
う
ん
ざ
り
だ
』
と
。
同
感
で
す
。
終
わ
り
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
プ
ー
チ
ン
氏
は
、
国
民
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
さ
れ
る
文
章
を
読
み
、
こ
う
語
っ
た
。
疲
労
感
に
理
解

を
示
し
た
と
言
え
る
が
、
こ
の
会
見
の
冒
頭
で
は
「
危
機
の

根
本
原
因
の
除
去
」
を
訴
え
、
開
戦
当
初
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ

強
硬
姿
勢
も
示
し
た
。

　

つ
ま
り
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
国
内
の
う
ん
ざ
り
ム
ー
ド
を
承

知
の
上
で
、
自
ら
が
掲
げ
る
戦
争
目
標
の
達
成
を
追
求
し
続

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

年
末
記
者
会
見
で
は
、
会
場
後
方
に
大
画
面
が
あ
り
、
国

民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
れ
る
文
章
が
次
々
と
映
し
出
さ

れ
て
い
た
。
現
場
で
記
録
で
き
た
文
章
を
紹
介
し
た
い
。

　

経
済
状
況
へ
の
不
満
が
複
数
示
さ
れ
て
い
た
。「
欧
米
依

存
は
良
く
な
い
。
で
は
中
印
依
存
は
良
い
の
か
？
」「
な
ぜ

普
通
の
労
働
者
は
も
は
や
大
衆
車
を
買
え
な
い
の
か
？
」

　

移
民
排
斥
感
情
も
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。「
連
邦
下
院
は

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
の
家
族
や
親

族
の
入
国
を
禁
じ
る
法
案
を
可
決
す
る
の
か
？
」

　
「
大
統
領
、（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
港
湾
都
市
）
オ
デ
ッ
サ

を
奪
取
し
ろ
！
」。こ
ん
な
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
強
硬
路
線
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
流
れ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
政
権
の
振
る
舞
い
全
体
を
批
判
す
る
よ

う
な
短
い
文
章
が
印
象
に
残
っ
た
。「
い
つ
こ
の
シ
ョ
ー
は

終
わ
る
の
か
？
」
と
あ
っ
た
。

真野　森作

独
ソ
戦
超
え
た
「
特
別
軍
事
作
戦
」


